
2020年12月18日　東京岡山県人会　会報　第39号

ふるさと岡山から皆様へ！
～市町村から寄せられたふるさと情報～

　

12
月
に
発
行
す
る
会
報
で
は
、
例
年
９
月
に
開
催
の
東
京
岡
山
県
人
会
総
会
・
岡

山
県
人
の
集
い
の
様
子
な
ど
を
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、総
会
・
集
い
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

集
い
で
は
、
岡
山
県
内
の
市
町
村
か
ら
出
展
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ
上
で
皆
様
に
ふ

る
さ
と
の
情
報
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
中
止
と
な
っ
た
今
年
は
、
こ
の
会

報
を
通
じ
て
県
内
全
市
町
村
（
27
市
町
村
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
皆
様
に
お
届

け
し
ま
す
。

岡

山

市

岡
山
市
へ
の
移
住
施
策
の
ご
案
内

　

岡
山
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
、
若
し
く
は
移

り
住
み
た
い
方
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

岡
山
市
の
移
住
支
援
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
就
職
転
職
活
動
の
交
通
費
補
助

　

東
京
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
）
に
お
住
ま
い
の
方
が
、
就
職
・
転岡山市中心部

倉敷美観地区

交
付
決
定
を
受
け

た
方
を
対
象
に
移

住
支
援
金
（
単
身

で

移

住
し
た
世

帯
：
60
万
円
、
２

人
以
上
で
移
住
し

た
世
帯
1
0
0
万

円
）を
交
付
し
ま
す
。

　

支
援
制
度
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、

岡
山
市
移
住
情
報

サ
イ
ト
「
お
か
や
ま
生
活
」
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

岡

山

市

移

住

定

住

支

援

室
（
0
8
6
-8
0
3
-

1
3
3
5
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

倉

敷

市

く
ら
し
き
移
住
宣
伝
大
使
で
Ｐ
Ｒ
を

　

こ
ん
に
ち
は
。
倉
敷
市
く
ら
し
き
移
住
定
住
推
進
室

で
す
。

　

倉
敷
美
観
地
区
、
瀬
戸
大
橋
や
児
島
ジ
ー
ン
ズ
ス
ト

リ
ー
ト
、
玉
島
の
レ
ト
ロ
な
商
店
街
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
の
夜
景
、
真
備
の
小
田
川
沿
い
の
の
ど
か
な
風
景
、

こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
倉
敷
。

東
京
の
方
に
も
、
こ
う
し
た
豊
か
な
倉
敷
の
暮
ら
し
に

興
味
を
持
っ
て
欲
し
い
。
ぜ
ひ
、
倉
敷
に
来
て
、
一
緒

に
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
。

　

そ
ん
な
思
い
で
、「
く
ら
し
き
で
暮
ら
す
」
の
f
a
c
e 

b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
の
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
泊
千
円
で
泊
ま
れ
る
「
倉
敷
・

流
域
お
試
し
住
宅
」
や
東
京
23
区
か
ら
移
住
す
る
方
へ

の
移
住
支
援
金
、
渋
谷
に
あ
る
「
く
ら
し
き
移
住
・
就

労
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
の
運
営
、
就
職
活
動
の
交
通
費
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東
京
岡
山
県
人
会

岡山後楽園

職
の
た
め
に
岡
山
市
内
の
企
業
へ
面
接
を
す
る
際
の
、

新
幹
線
又
は
飛
行
機
利
用
に
要
す
る
往
復
交
通
費
の
半

額
（
上
限
1
6
0
0
0
円
）
を
補
助
し
ま
す
。
受
付
は

令
和
３
年
３
月
15
日
ま
で
。

②
家
賃
補
助

　

対
象
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
ご
利
用
で
、
家
賃
（
最
大

６
か
月
分
）、
賃
貸
借
契
約
時
に
支
払
っ
た
仲
介
手
数

料
・
家
賃
保
証
保
険
保
証
料
の
一
部
を
補
助
金
（
最
大

29
・
4
万
円
）
と
し
て
支
給
し
ま
す
。
敷
金
・
礼
金
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。（
※
再
契
約
時
や
退
去
時
に
費
用

が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

③
移
住
支
援
金

　

東
京
圏
か
ら
岡
山
市
に
移
住
し
、
岡
山
県
が
開
設
す

る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
移
住
支
援
金
の
対
象
と
し
て

掲
載
す
る
求
人
に
就
業
し
た
方
、
又
は
起
業
支
援
金
の
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補
助
等
、
様
々
な
移
住
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
県
外
で
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
倉
敷
ゆ
か

り
の
方
に
、
移
住
先
と
し
て
の
倉
敷
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
た
だ
く
「
く
ら
し
き
移
住
宣
伝
大
使
」
に
は
、
約

50
名
の
方
に
登
録
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
岡
山
県
人
会
の
み
な
さ
ま
、「
く
ら
し
き
移
住
宣

伝
大
使
」に
、
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
て
ぜ
ひ
、
ご

応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、
倉
敷
の
応
援
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

津

山

市

津
山
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ｏ
Ｎ
！ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

津
山
市
で
は
、
津
山
の
特
産
品
や
宿
泊
券
な
ど
が

抽
選
で
当
た
る
「
津
山
C
O
M
E 

O
N
!
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
誰
で
も
応
募
で
き
る
「
Ａ

コ
ー
ス
」
と
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
て
応
募
す

る
「
Ｂ
コ
ー
ス
」
が
あ
り
、
総
額
2
0
0
0
万
円
分

よ
る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
、
講
演
会
、
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
な
ど
で
節

目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

開
港
か
ら
90
年
が
経
ち
、

年
月
の
流
れ
と
と
も
に
、

そ
の
役
割
は
徐
々
に
変
化

し
て
い
ま
す
が
、
瀬
戸
内

の
玄
関
口
と
し
て
の
魅
力

を
こ
れ
か
ら
も
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

北木石の丁場

宇野港開港90周年記念イベントの様子

https：//www.tsuyamakotabi.com/tsuyamacomeon/

問合せ先：（公社）津山市観光協会　電話番号：0868-22-3310

「星空に優しい照明」が設置された様子　（パナソニック社提供）

笠

岡

市

知
っ
て
る
⁉
笠
岡
が
日
本
遺
産
に
！

　

笠
岡
市
と
香
川
県
の
丸
亀
市
、
土
庄
町
、
小
豆
島
町

は
、
2
0
1
9
年
５
月
に
「
知
っ
て
る
!? 

悠
久
の
時

が
流
れ
る
石
の
島
～
海
を
越
え
、
日
本
の
礎
を
築
い
た 

せ
と
う
ち
備
讃
諸
島
～
」
と
い
う
石
の
島
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
備
讃
諸
島
の
花
崗
岩
と
、
石
切
り
技
術
は
長

き
に
わ
た
り
日
本
の
建
築
文
化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
近
代
化
を
象
徴
す
る
日
本
銀
行
本
店
本
館
な
ど

の
西
洋
建
築
、
ま
た
古
く
は
近
世
城
郭
の
代
表
で
あ
る

大
坂
城
の
石
垣
な
ど
、
日
本
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る

建
築
物
が
こ
こ
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
石
で
築
か
れ
て
い

ま
す
。
笠
岡
諸
島
の
有
人
島
６
島
、
高
島
、
白
石
島
、

北
木
島
、
真
鍋
島
、
飛
島
、
六
島
に
は
今
も
な
お
石
に

ま
つ
わ
る
信
仰
、
生
活
文
化
、
芸
能
な
ど
が
残
っ
て
い

ま
す
。
各
島
は
橋
を
一
切
有
さ
ず
純
粋
に
離
島
の
風
土

を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
独
特
な
島
時
間
が
流
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
1
9
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

で
、
行
く
べ
き
旅
行
先
の
第
７
位
に
瀬
戸
内
の
島
々
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
瀬
戸
内
が
世
界
で
評
価
を
い
た
だ
け

て
い
る
こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

岡
山
県
に
帰
省
等
で
お
戻
り
に
な
ら
れ
た
際
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
十
分
に
留
意
し
、
笠
岡

市
で
悠
久
の
島
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

井

原

市

世
界
に
誇
る
星
空
を
目
指
し
て

　

現
在
、
井
原
市
で
は
、
国
際
ダ
ー
ク
ス
カ
イ
協
会
に

よ
る
「
星
空
保
護
区
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
」
へ
の
ア

ジ
ア
初
の
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
光
害

の
影
響
の
な
い
、
暗
く
美
し
い
夜
空
を
保
護
・
保
存
す

る
た
め
の
優
れ
た
取
組
を
称
え
る
制
度
で
、
星
空
版
の

世
界
遺
産
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
晴
れ
の
国
」
と
呼
ば
れ
る
岡
山
県
は
、
晴
天
率
の

高
さ
に
加
え
大
気
が
安
定
し
て
い
る
た
め
、
天
体
観
望

に
適
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特

に
本
市
美
星
町
は
、
国
内
で
初
め
て
光
害
防
止
条
例
を

制
定
し
、
美
し
い
星
空
を
守
る
た
め
に
先
駆
的
に
取
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
認
定
申
請
に
あ
た
っ
て
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

社
の
協
力
に
よ
り
上
方
向
に
光
が
漏
れ
な
い
星
空
に
優

し
い
屋
外
照
明
器
具
が
完
成
し
、
現
在
取
替
工
事
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

星
空
保
護
区
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
は
、
星
空
保
護

玉

野

市

宇
野
港
開
港
90
周
年

　

宇
野
港
は
、
岡
山
県
随
一
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
寄

港
す
る
港
で
す
。
昭
和
５
（
1
9
3
0
）
年
に
県
内

で
初
め
て
外
国
船
が
入
港
で
き
る
港
と
し
て
開
港
し
、

令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
に
開
港
90
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

宇
野
港
と
い
え
ば
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
会
場

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
美
し
い
島
々

へ
の
玄
関
口
と
し
て
も
多
く
の
人
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
寄
港
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
時
に

は
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
や
練
習
船

な
ど
が
入
港
し
、
普
段
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
船
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
入
港
時

に
は
様
々
な
歓
迎
の
お
も
て
な
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

90
周
年
を
迎
え
た
宇
野
港
で
は
、
こ
の
度
、
宇
野

港
を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
と
し
て
、

「
宇
野
港
開
港
90
周
年
記
念
式
典
」
等
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
瀬
戸
内
地
域
を
拠

点
に
活
動
す
る
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｓ
Ｔ
Ｕ
48
」
の

劇
場
船
「
Ｓ
Ｔ
Ｕ
48
号
」
が
停
泊
し
、
メ
ン
バ
ー
に

の
景
品
を
ご

用
意
し
て
い
ま

す
。
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
の

「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
意
識

し
た
旅
の
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
守
り

な
が
ら
、
宿
泊

等
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
ク
リ
ア
し

て
、
是
非
ご
応

募
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、

専
用
サ
イ
ト
を

ご
覧
下
さ
い
。
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サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

　

標
高
約
5
0
0
m
の
高
原
上
に
忽
然
と
出
現
す
る

「
赤
い
町
並
み
」。
か
つ
て
国
内
屈
指
の
弁
柄
と
銅
生
産

で
繁
栄
し
た
鉱
山
町
・
吹
屋
で
す
。
吹
屋
で
生
産
さ
れ

た
赤
色
顔
料
の
弁
柄
は
全
国
に
流
通
し
、
社
寺
な
ど
の

建
築
や
九
谷
焼
・
伊
万
里
焼
や
輪
島
塗
等
、
日
本
を
代

表
す
る
工
芸
品
を
鮮
や
か
に
彩
り
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ

カ
ラ
ー
で
あ
る
「
ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
」
を
創
出
し
ま
し

た
。
富
を
得
た
商
人
た
ち
は
赤
い
瓦
と
弁
柄
で
彩
色
さ

れ
た
格
子
で
家
々
を
飾
り
、
今
も
残
る
町
並
み
は
、
独

特
の
景
観
を
醸
し
出
し
、
訪
れ
る
多
く
の
人
々
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。
ま
た
周
辺
に
は
、
弁
柄
工
場
跡
や
銅
山

跡
等
も
残
り
、「
ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
」
を
創
出
し
た
往

時
の
繁
栄
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

新

見

市

ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
さ
と
ふ
る
」

に
加
え
、
10
月
か
ら
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
返
礼
品
と
し
て
、
日
本

最
古
の
蔓
牛
の
系
統
を
継
ぐ
黒
毛
和
種
「
千
屋
牛
」
や
、

大
粒
で
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
「
ピ
オ
ー

総社市のマスコットキャラクター「チュッピー」

「ジャパンレッド」に彩られた吹屋の街並み

の
み
な
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
・
自
然
環
境
保
護
の

観
点
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
市
民

や
本
市
出
身
の
方
々
の
ふ
る
さ
と
へ
の
自
信
や
誇
り
、

愛
着
へ
と
結
び
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
星
空
観
光
（
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
促
進
」
で
、

美
星
町
の
星
空
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
方
々
に
井
原

市
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

岡
山
県
人
会
の
皆
様
、
今
後
の
井
原
市
に
是
非
ご
注

目
く
だ
さ
い
!!

総

社

市

総
社
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
！

　

総
社
市
は
「
全
国
屈
指
の
福
祉
文
化
先
駆
都
市
」
を

目
指
し
、「
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
」、「
障
が
い
者

千
五
百
人
雇
用
」、「
ひ
き
こ
も
り
支
援
」
な
ど
の
福
祉

施
策
を
通
じ
て
、
市
民
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
話
題
に
な
っ
た
「
総
社

デ
ニ
ム
マ
ス
ク
」
は
障
が
い
者
就
労
事
業
所
で
製
造
・

販
売
を
行
う
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
渦
で
の
マ
ス
ク
需
要
へ

の
対
応
を
行
い
つ
つ
、
雇
用
者
の
賃
金
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
チ
ュ
ッ

ピ
ー
」
の
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
下
で

結
婚
さ
れ
た
二

人
を
元
気
づ
け

る
た
め
「
チ
ュ
ッ

ピ
ー
」
か
ら
全

国
の
カ
ッ
プ
ル

に
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
カ
ー
ド
を
お

送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
中
央
部
を
流
れ
る
高
梁
川
か
ら
の
豊
か
な
水
で

育
っ
た
安
全
で
お
い
し
い
お
米
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
、
大
変
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
社

市
の
特
色
の
あ
る
政
策
と
、
自
慢
の
お
米
を
ふ
る
さ
と

納
税
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

高

梁

市

日
本
遺
産　

ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
発
祥

の
地

　　

高
梁
市
成
羽
町
に
位
置
す
る
吹
屋
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
、「
ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
」
発
祥
の
地 

─
弁
柄
と
銅

の
町
・
備
中
吹
屋
─
が
令
和
２
年
６
月
19
日
に
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
吹
屋
の
「
赤
い
町
並
み
」
と

「
歴
史
溢
れ
る
文
化
財
」
を
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
や
文
化
財
な
ど
は
高
梁
市
ウ
ェ
ブ

新見市ふるさと納税リーフレット（表紙）

映画「ハルカの陶」DVD販売開始

ネ
」、
市
内
で
育
て
た
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
卵
で
作
っ
た

「
キ
ャ
ビ
ア
」、
市
内
産
の
ぶ
ど
う
を
使
っ
た
「
ワ
イ
ン
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
附
金
の
使
い
み
ち
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
新
た
な
使
い
み
ち
「
地
域
応
援
」
は
、
地
域
課

題
の
解
決
や
地
域
の
特
長
を
活
か
し
た
取
組
を
支
援
す

る
も
の
で
、
応
援
す
る
地
域
を
、
市
街
地
、
北
部
、
東

部
、
南
部
、
大
佐
、
神
郷
、
哲
多
、
哲
西
か
ら
選
択
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
出
身
地
域
や
ゆ
か
り
の
地
域
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
使
い
み
ち

を
選
択
さ
れ
た
場
合
、
市
か
ら
の
返
礼
品
（
特
産
品
）

送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
人
と

地
域
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
本
市
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

備

前

市

映
画
「
ハ
ル
カ
の
陶
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売

　

岡
山
県
の
伝
統
的
工
芸
品
「
備
前
焼
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
映
画
『
ハ
ル
カ
の
陶
（
2
0
1
9
年
公
開
）』
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
９
月
２
日
よ
り
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　

東
京
で
の
Ｏ
Ｌ
人
生
を
一
変
さ
せ
、
備
前
焼
づ
く
り

の
夢
に
向
か
っ
て
奮
闘
す
る
主
人
公
「
小
山
は
る
か
」

を
演
じ
る
の
は
、
本
作
が
映
画
初
主
演
と
な
っ
た
女
優
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「
奈
緒
」。
迫
力
あ
る
窯
焚
き
の
映
像
を
織
り
交
ぜ
、
素

朴
で
奥
深
い
備
前
焼
の
魅
力
と
そ
の
土
地
に
生
き
る

人
々
の
夢
と
情
熱
が
描
か
れ
た
作
品
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

瀬

戸

内

市

瀬
戸
内
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
充
実
！

　

瀬
戸
内
市
で
は
令
和
２
年
８
月
27
日
よ
り
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
特
設
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　

特
設
サ
イ
ト
で
は
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
て

お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
瀬
戸
内
市
の
魅
力
は

目
指
す
『
後
世
に
伝

え
た
い
ハ
ン
セ
ン
病

の
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』、
竹
久
夢
二
の

生
誕
地
で
芸
術
文
化

交
流
を
は
か
る
『
夢

二
の
ふ
る
さ
と
芸
術

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』、
子
ど
も
の
遊

び
環
境
の
拡
充
を
目

指
す
『
こ
ど
も
ひ
ろ

ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

と
な
っ
て
お
り
、
い

ず
れ
も
ふ
る
さ
と
納

税
を
通
し
て
応
援
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能

で
す
。

と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り

へ
の
地
域
と

の
協
働
な
ど
、

引
き
続
き
魅

力
あ
ふ
れ
る

「
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現

を
目
指
し
ま

す
。

CLT建築物完成予想図

職人の技術と想いが詰まった「MOZ桜吹雪ウェッジ」

い
自
然
と
景
観
に
恵
ま
れ
た
美
作
市
に
は
、
美
人
の
湯

と
し
て
知
ら
れ
る
湯
郷
温
泉
、
剣
聖
・
宮
本
武
蔵
や
少

林
寺
拳
法
の
開
祖
・
宗
道
臣
の
生
誕
地
、
F
１
が
開
催

さ
れ
た
岡
山
国
際
サ
ー
キ
ッ
ト
が
あ
り
、
女
子
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
岡
山
湯
郷
B
e
l
l
e
が
本
拠
地
と
し
て

活
動
す
る
な
ど
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
で
湯
の
ま
ち
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
美
作
市
の
魅
力
に
触
れ
る
方
法
と
し
て
、「
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
豊
か
な
自

然
の
中
で
育
っ
た
ぶ
ど
う
や
桃
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
、
美

作
檜
を
使
っ
た
温
か
み
の
あ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
、
岡
山

県
下
最
高
峰
の
後
山
で
栽
培
さ
れ
た
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
使

用
し
た
お
餅
な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
返
礼
品

を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
一
押
し
は
、
釼
持
ゴ
ル
フ
製
作
所
が
製
造
す

る
「
Ｍ
Ｏ
Ｚ
桜
吹
雪
ウ
ェ
ッ
ジ
」
で
す
。

　

純
国
産
に
こ
だ
わ
り
、
鍛
造
に
こ
だ
わ
り
、
研
磨
に

こ
だ
わ
る
。
職
人
が
自
信
を
持
っ
て
勧
め
る
こ
の

ウ
ェ
ッ
ジ
。
日
本
の
象
徴
で
も
あ
る
桜
を
デ
ザ
イ
ン
に

取
り
入
れ
、
和
を
感
じ
さ
せ
る
テ
イ
ス
ト
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。
角
度
や
シ
ャ
フ
ト
も
、
お
好
み
に
合
わ
せ

て
選
択
で
き
ま
す
。

赤

磐

市

活
力
あ
る　

住
み
よ
い　

住
み
た
い
赤
磐
市

　

本
市
は
、
温
暖
な
気
候
と
肥
沃
な
土
地
を
活
用
し
て
、

桃
・
ぶ
ど
う
・
米
な
ど
、
多
様
な
農
作
物
の
栽
培
が
盛

ん
で
す
。
ま
た
、
広
域
交
通
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
か

ら
企
業
立
地
が
好
調
で
、
生
活
環
境
の
整
っ
た
大
規
模

団
地
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
施
設
や
商
業
施
設
な
ど

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
平
成
27
年

に
策
定
し
た
「
第
２
次
赤
磐
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き

「
活
力
あ
る
、
住
み
よ
い
、
住
み
た
い
赤
磐
市
」
の
実

現
に
向
け
、
各
種
の
施
策
を
力
強
く
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
圏
を
除
き
、
転
出
超
過
の
市
町
村
が
多
い
中
、

本
市
は
１
昨
年
に
引
き
続
き
昨
年
も
転
入
超
過
で
あ
り
、

特
に
子
育
て
世
代
の
転
入
が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
負
担
軽
減
、
子
育
て
と
障
が
い
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
一
本
化
し
た
り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
、
幼
保
連
携
型
の
こ
ど
も
園
の
開
設
な
ど
、
子
育

て
世
代
に
寄
り
添
う
施
策
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
計
画
期
間
の
折
り
返
し
を
迎
え
ま
し
た
。

順
調
な
企
業
誘
致
を
更
に
促
進
す
る
た
め
の
用
地
確
保

や
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
新
拠
点
の
開
発
に

向
け
た
環
境
整
備
、「
強
い
農
業
」
の
実
現
に
よ
る
後

継
者
問
題
の
解
決
、
子
ど
も
達
が
未
来
に
夢
を
持
つ
こ

その他返礼品も充実！ふるさと納税特設サイトはこちら
https://setouchi-cf.jp/

も
ち
ろ
ん
、
受
け
継
い
で
い
き
た
い
日
本
の
文
化
や
歴

史
な
ど
に
も
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年
瀬
戸
内
市
に
里
帰
り
を
果

た
し
た
国
宝
「
山
鳥
毛
」
を
筆
頭
に
、「
刀
剣
の
里
」

か
ら
日
本
刀
の
魅
力
を
伝
え
る
『
山
鳥
毛
里
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
は
じ
め
、
長
島
の
世
界
遺
産
登
録
を

真

庭

市

蒜
山

⇔

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
はC

ro
ss 

L
a
m

in
a
te

d

　

T
im

b
e
r

の
略
で
、
木
の
繊
維
方
向
が
直

交
す
る
よ
う
に
重
ね
て
接
着
し
た
大
判
の
木
材
パ
ネ
ル

で
す
。
従
来
の
木
材
パ
ネ
ル
と
比
べ
、
強
度
が
安
定
し

て
い
る
た
め
、
大
型
建
築
物
の
構
造
に
も
使
用
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
木
材
の
需
要
を
拡
大
す
る
建
材
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
秋
ま
で
東
京
都
中
央
区
晴
海
に
設
置
さ
れ
たC

L
T
 

P
A

R
K

 H
A

R
U

M
I

は
、
真
庭
産
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
て

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
移
築
と
い
う
形
で
真
庭
市
蒜
山

地
域
に
里
帰
り
し
ま
す
。
建
築
物
は
、
世
界
的
に
有
名

な
建
築
家
隈
研
吾
さ
ん
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、
移
築

後
は
、
観
光
や
芸
術
文
化
発
信
の
拠
点
と
し
て　

２
０
２
１
年
７
月
か

ら
の
活
用
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
真
庭
市

は
、
こ
の
移
築
に
合

わ
せ
、
周
辺
地
域
の

無
電
柱
化
や
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
周
辺
の
環
境
整

備
な
ど
も
予
定
し
て

お
り
、
上
質
な
滞
在

空
間
の
創
出
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

美

作

市

魅
力
た
っ
ぷ
り
美
作
の
ふ
る
さ
と
納
税

　

豊
か
な
山
々
の
緑
、
清
ら
か
な
川
の
流
れ
…
。
美
し
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し
ま
す
。
市
民
を
始
め
、企
業
や
事
業
者
の
方
に
も
「
浅

口
市
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
向
け
て
は
、
子
ど
も
の
英
語
力
を

育
む
た
め
、
実
用
英
語
技
能
検
定
等
に
お
い
て
、
一
定
以

上
の
等
級
を
取
得
し
た
際
の
報
奨
金
の
交
付
を
始
め
ま

し
た
。
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
お
り
、
よ
り
意
欲

を
も
っ
て
英
語
学
習
に
臨
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
は
、
岡
山
天
文
博

物
館
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
せ
い
め
い
く
ん
・

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
牡
蠣
や
、
あ
た
た
か
い
う
ど
ん

も
美
味
し
い
時
期
で
す
。
岡
山
に
お
帰
り
の
際
に
は
ぜ

ひ
、
浅
口
市
の
特
産
品
も
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

和

気

町

空
か
ら
課
題
解
決

　

山
紫
水
明
の
ま
ち
和
気
町
で
は
、
新
し
い
も
の
へ
挑

戦
し
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
と
移
住
定
住
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
「
空
の
産
業
革
命
」
と
言
わ
れ
る
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
様
々
な
実
証
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
取
り
組
み
は
、
買
い
物
難
民
や
イ
ン
フ
ラ
対
策
、
防
災
、

農
作
物
の
害
獣
問
題
な
ど
の
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決

の
切
り
札
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
に
は
国
土
交
通
省
か
ら
の
支
援
を
受

け
、
町
が
誘
致
し
た
ド
ロ
ー
ン
企
業
と
連
携
し
、
食
料

品
等
の
配
送
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
度
に

は
内
閣
府
と
総
務
省
の
支
援
を
受
け
、
約
３
か
月
間
の

配
送
実
験
を
行
い
、「
目
視
外
・
補
助
者
な
し
」
の
運

航
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
実
用
化
に

近
い
形
で
の
実
験
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
ド
ロ
ー
ン
に

絡
め
た
処
方
箋
医
薬
品
の
配
送
実
験
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
希
望
者
に
対
し
、
様
々
な
支
援
策
を
提

案
す
る
な
ど
移
住
定
住
施
策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
年
度
首
都
圏
を
中
心
に
本
町
の
紹
介
と
移

住
相
談
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

早

島

町

誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち

　

早
島
町
は
岡
山
県
南
部
に
位
置
し
、
岡
山
市
（
政
令

市
）
と
倉
敷
市
（
中
核
市
）
に
囲
ま
れ
、
面
積
は
7
・

62
㎢
と
県
内
で
最
小
で
す
が
、
人
口
は
増
加
を
続
け
て

お
り
、
人
口
密
度
は
約
1
6
7
0
人
と
県
内
で
最
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

早
島
町
は
戦
国
時
代
末
期
、
児
島
湾
干
拓
の
先
駆
け

と
な
る
干
拓
事
業
が
行
わ
れ
た
土
地
で
す
。
古
く
か
ら

イ
草
産
業
で
栄
え
、
イ
草
と
畳
表
の
ま
ち
と
し
て
全
国

に
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
立
地
か
ら
交
通
の

要
衝
と
し
て
も
栄
え
、
江
戸
時
代
に
は
金
毘
羅
往
来
の

町
と
し
て
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
町
内
に
は
今

テ
ィ
バ
ス
が
走
る
な
ど
公
共
交
通
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
色
を
生
か
し
、
早
島
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
取
り
組
み
、
公
共
交
通
を
中
心
と
し
て
、
子
育
て
世
帯

や
高
齢
者
が
歩
い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

里

庄

町

ご
存
じ
で
す
か
？
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
は
生
ま
れ
た
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体

に
寄
附
が
で
き
る
制
度
で
す
。
手
続
き
を
す
る
と
、

2
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
所
得
税
の
還
付
、

住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

里
庄
町
で
は
、
地
元
企
業
の
手
延
べ
麺
や
甘
酒
、
農

家
の
方
が
丁
寧
に
育
て
た
果
物
な
ど
、
様
々
な
地
場
産

品
を
返
礼
品
と
し
て
い
ま
す
。

　

美
作
市
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
特
産
品
の

数
々
を
、
ぜ
ひ
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用
し
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。浅

口

市

キ
ラ
リ
と
光
る
浅
口
市
と
し
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
す
る
中
で
、

浅
口
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
、
特
別
定
額
給
付
金
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
新
生
児
の
家
族
、
地
場
産
業
で
あ

る
中
小
企
業
な
ど
へ
の
独
自
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
か
ら
は
、
概
ね
18
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
、
市

内
で
利
用
で
き
る
商
品
券
の
給
付
を
行
い
、
冬
季
の
感

染
予
防
対
策
や
、
更
な
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

標高400mの集落への配送実験（2019年10月）

誰もが住み続けたいと思うまち

よ
る
山
林
で
の

行
方
不
明
者
の

捜
索
や
夜
間
で

の
害
獣
検
知
実

験
な
ど
様
々
な

可
能
性
を
探
っ

て
い
ま
す
。
実

験
３
年
目
と
な

る
今
年
度
は
、

病
院
・
薬
局
と

連
携
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を

も
江
戸
時
代

の
往
来
や
イ

草
産
業
の
歴

史
的
遺
産
が

数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町

西
部
に
は
瀬

戸
中
央
自
動

車
道
の
早
島

イ

ン

タ

ー

チ
ェ
ン
ジ
が

あ
り
、
国
道

２
号
と
も
結

合
す
る
岡
山

県
南
部
へ
の
最
寄
り
Ｉ
Ｃ
と
し
て
、
広
域
高
速
交
通
網

の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
企
業
の
進

出
も
相
次
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
町
の
中
に
Ｊ

Ｒ
瀬
戸
大
橋
線
の
駅
が
２
駅
あ
り
、
近
隣
都
市
と
の
ア

ク
セ
ス
も
良
好
で
、
町
内
を
巡
回
す
る
無
料
コ
ミ
ュ
ニ

　

里
庄
町
は
、

岡
山
県
南
西
部

に
位
置
す
る
面

積
約
12
㎢
の
小

さ
な
ま
ち
で
す

が
、
過
去
30
年

以
上
人
口
１
万

人
以
上
を
維
持

し
続
け
て
い
ま

す
。「
子
ど
も
の

元
気
な
声
が
響

き　

み
ん
な
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ

ド
ー
ム
く
ん
の
ス
タ

ン
プ
が
登
場
し
て
い

る
ほ
か
、
市
の
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
も
開
設

し
て
い
ま
す
。
独
自

施
策
や
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
配
信
し

て
お
り
、
よ
り
身
近

に
浅
口
市
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

市LINE公式アカウ

ントはこちらのQR

コードから。せい

めいくん、ドーム

くんの可愛いスタ

ンプも販売中です。
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を
１
ヶ
月
に
１
回
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
度
は
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
岡
山
県

内
・
新
庄
村
に
お
い
て
、
複
業
・
二
拠
点
居
住
・
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
・
地
域
に
お
け
る
農
業
と
食　

な
ど
の

テ
ー
マ
の
研
修
会
を
実
施
し
、
延
べ
1
3
6
名
が
参
加

（
う
ち
１
名
が
新
庄
村
に
転
入
）
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
の
研
修
会
は
、「
最
先
端
の
知
や
情

報
に
つ
い
て
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て
討
議
す
る

研
修
会
」
と
「
地
方
の
働
き
方
の
魅
力
を
地
方
の
一
押

し
の
人
材
が
伝
え
る
研
修
会
」
の
２
本
立
て
と
し
て
お

り
、
感
染
症
の
予
防
の
観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

は
現
在
５
７
０
名
以
上
が
参
加
中
。「L

o
c
a
l W

o
rk 

D
e
sig

n
 L

a
b

」
の
最
新
の
情
報
は
公
式
サ
イ
ト　

h
ttp

s://lw
d
-la

b
.n

e
t/　

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
研
修
会

へ
の
ご
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

鏡

野

町

鏡

野

町

観

光

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

2
0
2
0

し
て
妖
精
の
森
ガ
ラ
ス
や
姫
と
う
が
ら
し
な
ど
、
健
康

に
繋
が
る
多
く
の
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
安
心
・
安
全
な
旅
を

創
っ
て
い
く
た
め
、
町
内
宿
泊
施
設
を
始
め
と
し
た
関

係
施
設
の
徹
底
し
た
衛
生
対
策
を
お
こ
な
っ
た
上
で
、

「
健
康
の
町
か
が
み
の
☆
素
敵
に
ス
テ
イ
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
2
0
2
0
」（
後
期
）
を
実
施
し
、
自
然
を
メ
イ

ン
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
資
源
や
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
素
材

が
楽
し
め
る
旅
と
し
て
、
ス
テ
キ
な
滞
在
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

［
実
施
期
間
］

2
0
2
0
年
12
月
1
日
（
火
）

　

～　

2
0
2
1
年
3
月
31
日
（
水
）

［
実
施
内
容
］

 

・ 

観
光
プ
ラ
ス
割
引
ク
ー
ポ
ン
券
（
後
期
）

 

・ 

観
光
割
引
ク
ー
ポ
ン
券

　

（
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
・
越
畑
ふ
る
さ
と
村
会
員
限
定
）

 

・ 

日
帰
り
温
泉
施
設
半
額
割
引
券

　

（
か
が
み
の
里
山
健
康
ク
ラ
ブ
会
員
限
定
）

 

・
岡
山
駅
発
着
日
帰
り
無
料
モ
ニ
タ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

 

・
宿
泊
施
設
お
も
て
な
し
優
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画

［
お
問
合
せ
］
健
康
の
町
か
が
み
の
☆
素
敵
に
ス
テ
イ

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

鏡
野
町
観
光
協
会

Local Work Design Lab

案
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
設
け
る
な

ど
子
育
て
世
代
に
も
配
慮
し
た
設
計
と
な
っ
て
お
り
、

幅
広
い
世
代
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、「
矢
掛
ま
る
ご
と
道
の
駅
」
に
欠
か
せ
な
い
矢

掛
商
店
街
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選

定
の
答
申
を
受
け
た
り
、
電
線
管
理
者
に
よ
る
無
電
柱
化

が
実
施
さ
れ
た
り
な
ど
、
魅
力
を
さ
ら
に
増
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
「
山
陽
道
や
か
げ
宿
」
の
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、

美
し
い
町
並
み
と
活
気
に
満
ち
た
矢
掛
町
へ
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

新

庄

村

村
主
催
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中
！

　

新
庄
村
で
は
、
２
０
１
９
年
か
ら
「L

o
c
a
l W

o
rk 

D
e
sig

n
 L

a
b

（
ロ
ー
カ
ル
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
）」

の
名
称
で
、「
予
測
困
難
な
答
え
の
な
い
時
代
で
あ
る

現
代
を
主
体
的
に
生
き
抜
こ
う
と
す
る
個
人
を
創
出
す

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
新
し
い
働
き
方
・
生
き
方
を

地
方
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
と
し
た
研
修
会

T
E
L

：

0
8
6
8
-5
2
-0
7
1
1

［
公
式
Ｈ
Ｐ
］
鏡
野
町
観
光
＆
移
住
総
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
か
が
み
の
旅
と
く
ら
し
」

h
ttp

s://w
w

w
.ka

g
a
m

in
o
.h

o
lid

a
y

勝

央

町

も
ど
っ
て
き
ん
ち
ゃ
い
！
住
め
ば
え
ー

が
ん
！
ほ
ど
よ
い
田
舎
勝
央
町
へ
！

〇
勝
央
町
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
な
ん
？

　

勝
央
町
は
、
岡
山
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
、
自
然

道の駅「山陽道やかげ宿」外観立面図

る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
社
会
福
祉
や
住
民
生
活
の
向
上

な
ど
、
い
つ
ま
で
も
里
庄
町
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
里
庄
町
に
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！矢

掛

町

道
の
駅 

３
月
オ
ー
プ
ン
予
定
！

　

歴
史
的
町
並
み
が
残
る
矢
掛
市
街
地
の
南
東
、
国
道

4
8
6
号
沿
線
に
来
年
の
３
月
に
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン

予
定
で
す
。
こ
の
道
の
駅
は
、
岡
山
県
出
身
の
工
業
デ

ザ
イ
ナ
ー
水
戸
岡
鋭
治
氏
に
監
修
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
７
月
に
国
土
交
通
省
へ
の
道
の
駅
登
録
、
８
月
に

は
公
募
に
よ
り
正
式
名
称
が
「
山
陽
道
や
か
げ
宿
」
に

決
定
す
る
な
ど
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

道
の
駅
「
山
陽
道

や
か
げ
宿
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
矢
掛
ま

る
ご
と
道
の
駅
」
で
、

隣
接
す
る
矢
掛
商
店

街
へ
の
誘
客
の
た
め
、

駅
舎
に
は
飲
食
や
物

販
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
い
な
い
の
が
特
徴

で
す
。
道
の
駅
が
玄

関
口
、
商
店
街
に
ひ

し
め
く
店
舗
が
飲
食
・

物
販
ス
ペ
ー
ス
と
い

う
よ
う
に
、
商
店
街

と
連
携
し
た
全
国
的

に
も
珍
し
い
道
の
駅

と
な
り
ま
す
。
一
方

で
駅
舎
に
は
、
観
光

　

中
国
山
地
の

美
し
い
水
に
抱
か

れ
た
鏡
野
町
は
、

高
清
水
ト
レ
イ
ル

や
岩
井
滝
、
名
勝

奥
津
渓
な
ど
の
自

然
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ

か
、
無
農
薬
・
低

農
薬
の
農
産
物
や

健
康
グ
ル
メ
、
美

人
の
湯
奥
津
温

泉
を
始
め
と
し
た

数
々
の
温
泉
、
そ
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を
中
心
と
し
た
「
工
業
」、
県
北
を
代
表
す
る
体
験
交

流
型
農
業
公
園
「
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト　

ノ
ー
ス
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
よ
う
に
、「
産
業
」
と
「
自

然
」
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
和
し
た
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

〇
「
今
」
こ
そ
住
ん
で
み
ん
ち
ゃ
い
！

　

コ
ロ
ナ
禍
で
３
密
を
避
け
る
暮
ら
し
が
新
し
い
日
常

に
な
っ
て
き
て
い
る
今
こ
そ
、
勝
央
町
で
ま
っ
た
り
、

ゆ
っ
た
り
、
ほ
ど
ヨ
イ
田
舎
生
活
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

勝
央
町
に
は
、
満
員
電
車
で
の
通
勤
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
生
活
す
る
の
に
不
便
か
と
言
え
ば
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
勝
央
町
は
交
通
ア
ク
セ
ス
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
津
山
市
ま
で
は
車
で
約
15
分
、
勝
央
Ｉ
Ｃ

が
開
通
し
た
の
で
岡
山
市
ま
で
車
で
約
1
時
間
半
、
大

阪
ま
で
約
２
時
間
で
行
け
ま
す
。
い
っ
ぺ
ん
も
ど
っ
て

住
ん
で
み
ん
ち
ゃ
い
勝
央
町
に
！

奈

義

町

年
末
に
岡
山
の
味
を
ふ
る
さ
と
納
税
で

　

奈
義
町
は
岡
山
県
県
北
に
あ
る
自
然
豊
か
な
人
口
約

6
0
0
0
人
の
町
で
す
。
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
て
、
平
成
26
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
2
・
81
、
令

和
元
年
が
2
・
88
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
い
て
も
関
わ
れ
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

　

ご
関
心
あ
る
方
は
是
非
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。（
ア
プ
リ
検
索
で
「
西
粟
倉
ア
プ
リ
村
民
票
」
で

見
つ
か
り
ま
す
！
）

久

米

南

町

自
慢
の
返
礼
品
ズ
ラ
リ
ふ
る
さ
と
納
税

　

久
米
南
町
の
ブ
ド
ウ
（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
ピ

オ
ー
ネ
）
は
、
全
国
に
誇
る
ま
ち
自
慢
の
特
産
品
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
久
米
南
町
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

暮
ら
す
み
ん
な
が
元
気
で
活
発
に
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で

も
み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
町

の
課
題
解
決
へ
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
用
方
法
は
、
次
の
３
つ
で
す
。

 

・
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
を
輝
か
す
「
子
育
て
支
援
」

 

・ 

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
考
え
て
い
る
「
ま
ち
づ

く
り
支
援
」

 

・ 

農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
を
応
援
す
る
「
新
規
就

農
者
支
援
」　

　

久
米
南
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
、
皆
さ

ん
と
私
た
ち
が
つ
な
が
り
、
ふ
る
さ
と
を
想
う
人
た
ち

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今
あ
る
美
し
い
風
景
や
文

化
を
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
皆
さ
ん
か
ら
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

美

咲

町

ふ
る
さ
と
納
税
で
美
咲
町
を
応
援
！

　

美
咲
町
は
、
岡
山
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
平
成
17

年
に
久
米
郡
の
中
央
町
・
旭
町
・
柵
原
町
の
3
町
が
合

併
し
た
人
口
約
1
3
0
0
0
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
小

さ
く
て
も
き
ら
り
と
輝
く
町
、『
ひ
と　

輝
く
ま
ち　

み
さ
き
』
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
に
掲
げ
、
住
民
、

みずみずしく糖度の高いシャインマスカット

【令和２年産　【奈

義町産コシヒカリ】　

10㎏】

【岡山県産なぎビー

フ和牛　カタロース

すき焼き用約300g】

※2020年11月に、森からの繋がりをテーマとしたオン

ラインショップ「西粟倉村森からギフトnimogie（ニモ

ギー）」がオープンします。是非こちらもご注目ください。

西

粟

倉

村

西
粟
倉
ア
プ
リ
村
民
票
を
リ
リ
ー
ス
！

　

岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉
村
で
は
、
村
外
か
ら
も
村
に

関
わ
る
人
々
「
関
係
人
口
」
の
皆
様
と
の
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
、

「
西
粟
倉 

ア
プ
リ
村
民
票
」
を
今
年
８
月
に
フ
ル
リ

稲刈りをする勝央町マスコットキャラクターの「きんとくん」

ニ
ュ
ー
ア
ル
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

　

求
人
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
施
設
情
報
等
、
村
の

最
新
情
報
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
が
、
大
き
な
特
長
と

し
て
は
、
電
子
ス
タ
ン
プ
機
能
と
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

ア
プ
リ
内
に
は
、村
内
の
観
光
施
設
に
設
置
し
た
「
電

子
ス
タ
ン
プ
」
を
押
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
よ
っ

て
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
（
※
）
で
使
え
る

ク
ー
ポ
ン
に
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
貯

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
ア
プ
リ
村
民
と
し
て
の
ラ

て
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

し
て
お
り
、
大
変

な
人
気
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
久
米
南
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
自
慢
の
返
礼
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
寄
附
金

は
、
久
米
南
町
に

豊
か
な
ま
ち
で

す
。
金
太
郎
終

焉
の
地
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い

て
、
広
大
な
栽

培
面
積
を
誇
る

黒
大
豆
や
果
物

栽
培
な
ど
の

「
農
業
」、
全
国

的
に
も
有
数
の

規
模
を
誇
る
内

陸
型
工
業
団
地

大垪和西の棚田

地
域
、
議
会
、
行

政
が
目
標
を
共
有

し
、
協
働
で
町
の

地
域
創
生
へ
取
り

組
む
こ
と
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り

組
み
に
対
し
、
応

援
し
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ま
か
ら
の
お

　

そ
ん
な
奈
義
町
で
つ
く
ら
れ
た
農
産
物
を
ふ
る
さ
と

納
税
で
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
今
回
は
奈
義
町
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
と
な
ぎ
ビ
ー
フ
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ン
ク
が
ア
ッ

プ
し
、
ラ
ン

ク
が
高
い
ほ

ど
、
情
報
が

早
く
届
く
等

の
特
典
も
あ

り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト

機
能
や
情
報

発
信
を
通
じ

て
、
東
京
に
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
新
規
会
員
の
募
集

　

県
人
会
で
は
、
新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

岡
山
県
出
身
者
や
勤
務
経
験
等
の
ゆ
か
り
の
あ

る
方
の
ほ
か
、
岡
山
県
を
応
援
い
た
だ
け
る
方
な

ど
入
会
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
東
京
岡
山
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
会
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

年
会
費
は
２
千
円
で
す
。

■
住
所
等
変
更
手
続

　

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
観
光
、
特
産
品

等
の
情
報
提
供
や
会
員
名
簿
の
配
付
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
住
所
な
ど
が
変
わ
ら
れ
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
必
ず
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
︵
会
員
以
外
も
Ｏ
Ｋ
︶

　

ふ
る
さ
と
岡
山
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
等

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録
（
変
更
）
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号
及

び
④
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
メ
ー
ル
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

〒
１
０
２‒

０
０
９
３

　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２‒

６‒

３

　

都
道
府
県
会
館
10
階　

岡
山
県
東
京
事
務
所
内

　

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３‒

５
２
１
２‒

９
０
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３‒

５
２
１
２‒

９
０
８
３

Ｅ
メ
ー
ル

：to
k
e
n
jin
k
a
i@
p
r
e
f.o
k
a
y
a
m
a
.jp

　東京岡山県人会女性部は、県人会の女性会員を中心

に平成18年に発足し、総会・交流会、勉強会、岡山旅行、

クリスマス会・納会と、年間を通じて様々なイベント

を実施しています。

　令和２年度は、12月11日に開催する予定であったク

リスマス会・納会も中止になるなど新型コロナウイル

ス感染症の影響でイベントを開催できておりませんが、

今後、開催が可能になりましたら、女性部の皆様にご

案内をお送りしますので、ぜひご参加ください。

◇◇◇ 吉備クラブ通信 ◇◇◇

☆☆☆ 女性部だより ☆☆☆

　吉備クラブは、岡山県出身の各界で活躍されている

先輩方と若い世代の交流の場として、毎年３回開催し

ておりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響に

より、第44回吉備クラブは２度の延期をお知らせさせ

ていただいたところです。楽しみにしてくださってい

た方々には、大変申し訳ありません。

　現在、参加者皆様が安全にご参加いただける吉備ク

ラブを目指して、検討を進めておりますので、今後と

もよろしくお願いいたします。

　次回の吉備クラブは次のとおり開催予定ですが、詳

細が決まり次第、改めてご案内申し上げます。

＜今後の開催予定＞

日　時：令和3年2月15日（月）18時30分から20時30分

場　所：KKRホテル東京　11階　孔雀

講　師： 医療法人社団健育会

副理事長　宇都宮　啓　氏（予定）

演　題：「未定」

参加費：6,000円（食事代含む）（予定）

連絡先： TEL　03－5212－9080

吉備クラブ事務局（岡山県東京事務所内）前田

吉
備
中
央
町

₂₂
世
紀
の
理ふ

想る

郷さ
と

吉
備
中
央
町

　

令
和
元
年
度
、
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
、
40
年
後
の
2
0
6
0
年
に
人
口

規
模
が
8
3
0
0
人
の
維
持
を
目
指
す
た
め
、
次
の
４

つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
を
増
や
す

②
町
を
支
え
る
宝
（
若
者
）
を
残
し
、

　

転
入
に
よ
り
新
し
い
風
を
呼
び
込
む

③
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る

④
町
の
魅
力
で
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

　

①
で
は
、
き
び
プ
ラ
ザ
に
屋
内
外
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
を
設

置
、
子
育
て
世
帯
応
援
金
の
支
給
な
ど
、
②
で
は
、
新

規
就
農
実
務
研
修
の
実
施
、
吉
備
高
原
に
町
有
住
宅
建

設
な
ど
、
③
で
は
、
交
通
機
関
の
充
実
を
図
る
た
め
、
き

び
プ
ラ
ザ
か
ら
国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
バ
ス
を
整
備
、

気
持
ち
を
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
を
活
用
し
、

教
育
・
文
化
や
住
民
福
祉
の
向
上
、
生
活
基
盤

の
充
実
・
環
境
整
備
の
た
め
の
各
種
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ご
厚
意
に

対
し
僅
か
な
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
地
元
の
農

家
の
方
々
に
よ
っ
て
大
切
に
育
て
ら
れ
た
特
産
物

で
あ
る
、
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
を
は
じ
め
、
日
本
棚
田
百
選
に
も
選
ば
れ
た
、

大
垪
和
西
や
小
山
の
棚
田
で
生
産
さ
れ
た
お
米
な

ど
、
地
場
特
産
品
を
返
礼
品
と
し
て
お
贈
り
し
て

お
り
ま
す
。

　

合
併
か
ら
15
年
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど

の
人
口
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
地
域
経
済

の
低
迷
や
税
収
の
減
少
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
美
咲
町
へ
の
応
援

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉備中央町のマスコットキャラクター  

ブッポウソウのへそっぴー

町
内
全
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
整
備
す
る

な
ど
、
④
で
は
、
農
家
民
泊
に
よ
る
交

流
人
口
の
増
加
を
推
進
す
る
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
米
作
り
農
家

応
援
事
業
で
は
、
全
国
か
ら
10
億
円
を

超
え
る
寄
付
を
い
た
だ
き
、
返
礼
品
と

し
て
町
内
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。


